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アラスカ・イヌピアット社会における

　　　　使者祭りについて

岸 上 伸 啓



アラスカ ・イヌピアッ ト社会 における使者祭 りについて

アラスカ ・イヌ ピアッ ト社会における

　　　　 使者祭 りについで

岸 上 伸 啓

1.は じめに

　 米国アラスカ州沿岸地域 に住 む先住民イヌピア

ッ トとユ ピー トの一部は、捕鯨民として知 られて

いる1.彼 らの捕鯨 は1000年 以上 の歴史 を持 ち、

1980年 代以降、国際捕鯨委員会の先住民生存捕鯨

(Aboriginal　Subsistence Whaling)の 枠組みで実施

されている。彼 らにとってホ ッキ ョククジラの捕

獲は、現在でも彼 らの文化の中核 をな してお り、

捕鯨に関連 する祝宴や ドラムダンスなども盛ん に

行われている(Spencer　 1976;岸 上2014ほ か)。

　 この地域には従来、近隣の村蕗の人ぴ とを招き、

交易や交換 を行 い、 ドラムダ ンスやス トー リーテ

リング、共食 を楽 しむkivgiq2と 呼 ばれ る祭 りが

あったが、20世 紀前 半 に中断 した後、1988年 に

ノースス ロー プ郡で再開 され たことが知 られてい

る(Bering 2000;Fair 2000:484;Ikuta　 2007)。

kivgiqとは、英語 ではMessenger　Feastと 呼 ばれ て

いる。 これは主催者が使 考を使って村外に住む人

びとを招待 して実施 され る祭 りであるか らである。

本稿では 「使者祭 り」 とよぶ。

　筆者は2006年 よ り米国 アラス カ州 ノースス ロー

プ郡バ ロー村 にお いて先住民イヌピアッ トの捕鯨

文化 に関す る調査を開始 した(地 図1)。 調査の中

心テーマはイヌピアッ トによる先住民生存捕鯨の

実態お よび現 地で の獲物の分配 ・流通 の解明 で

あったが、 この調査 に伴 い、捕鯨活動 と鯨肉の分

配 に深 く関連す る祭礼や祝宴の調査 も実施 してき

た。例 えば ホ ッキ ョククジラを捕獲 した後に捕

鯨キ ャプテ ン宅で実施され る祝宴やアプガウティ

祭、ナルカタ ック祭、感謝祭の祝宴、使者祭 りが

あげ られ る(岸 上2011,2012,2013,2014)。 使

者祭 りにつ いては、2013年2月12日 か ら16日 にか

けて開催 された祭 りを参与観察 した.

　本稿の目的は、使者祭 りの変遷をアラスカ州バ

ロー村のイヌピアッ トの事例 に焦点 をあて、先行

研究における記述と参与観察 によって得たデー タ

に基づいて、紹介 し、かつての使者祭 りと現在の

使 者祭 りの特徴 を明 らか にす ることである。バ

ロー村の他 の祭 りは村民を対象として実施される

のに対 し、使者祭 りは村外の人びとも巻 き込んで

行われ る点で特別であるといえる。
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